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道端の露頭の保護と古地磁気測定用

試料採取跡の埋め戻し

河内洋佑工)

長年海外にいると,日本へ行ってきた外国人地質研究

者のスライドを見る機会が多い.そのたかで多少の失笑

を交えて珍しい景色として紹介されるものの一つは,山

の中の小さた渓流にまで至るところに造られた砂防堰堤

である.目先のようだ観光地,したがって風景を汚さな

いことが最も重視されていると思われるところでさえ,

男体山の山腹に下から上まで10段,20段の砂防堰堤が醜

い姿をさらしている.こういうものを見せられると,日

本人の美的感覚はどこへ行ってしまったのかと,思わず

目を塞きたくなる.日本のようだ多雨地帯では,特に台

風や梅雨時の大雨による出水や山崩れによる被害をたん

とかして防がねぽたらたいのはよくわかるが,他にやり

ようはたいのであろうか.

道端の露頭は地質研究にとってかけがえのたいデｰタ

を提供してくれる.それがめったやたら(としか考えられ

ない)にコンクリｰト巻きされてしまっているのも,こ

の頃始まったわけではないが,困った傾向である.ニュ

ｰジｰランドではコンクリｰト巻きでなく,草の種を吹

き付けて道路端の斜面を保護しているが,そのため地質

学上重要な露頭が隠されてしまうのは困るということ

で,地質学会として建設省に苦情を呈した.その結果,

重要な露頭については過度の吹き付けはしたいことにな

った.これは10余年も前のことである.日本では各種

の地層･岩石のタイプ･ロカリティでもコンクリｰトの

下になって見られたいところが多いと聞いている.IGC

の見学旅行を控えて案内の方々はさぞ頭が痛いことだろ

うと思う.過度のコンクリｰト巻きを地質研究という立

場から規制してもらうよう働きかけるべきではあるまい

か.

このごろもう一つニュｰジｰランドで問題にたってい

るのは,古地磁気測定用試料を採取した跡の穴のことで

ある.この種の丸い穴は一つではたく多数が近接Lて開

けられているのが普通である.そして古地磁気測定が研

究の一手段として普及してくるに従って穴も至るところ

に見られるようになった.誰も行がたい山の中だらいざ

知らず,観光地や,人のよく行くところたどでは,この

穴は大変めざわりである.ニュｰジｰランドでは,穴を

あけるたら露頭のかげの見えたいところに開けるべきだ

と考えられている.もしそういうところがたくて,見え

るところに穴をあけざるを得たいたらぱ,せめて同質の

岩石で穴をふさいでおくべきだと思われている.日本で

もこのような合意を早いところ作っておいた方がよいの

ではたいだろうか.ニュｰジｰランドの上述のようだ合

意は法律や規制によるものではたい.しかしやたらにご

みをちらかさないということと同質の問題であり,良識

として地質研究者が守るべきことであろう.

ニュｰジｰランド国内の地質学上重要な露頭について

は最近,地質学会が中心になって,数年がかりで一覧表

が作成された.そのうち特に重要なものについては,環

境庁とも連携して,各級の保護指定がだされている.日

本では最近池子のシロウリガイ化石産地の保存運動が行

われているが,このようた地質学的に重要なロカリティ

については常時登録だとが行われて,自動的に保護され

るようにすべきではないだろうか.私だどたまに日本に

帰って見ると至るところですさまじい自然改変(大多数

の場合は自然破壊)が進んでいて,科学研究は全く追い付

いていないように見受けられることに驚かされる.フィ

ｰルドは地質研究にとって何ものにも代え難いものであ

るとすれぱ,地質研究者はそのフィｰルドを保護する責

務も負っているであろう.
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